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　総合ジュエリーパーツメー
カーとして経済、社会、さらには
地球環境への貢献を目指して
いる㈱光・彩（山梨県甲斐市、
深沢英二社長）が、総合ジュエ
リーパーツメーカー初、“ジュエ
リー生産地山梨”初、日本国内
6社目となる「RJC」（Respon-
sible Jewellery Council：

責任あるジュエリー協議会）の認証を
取得した。
　RJCは、金、プラチナ、銀などの鉱物
の採掘から製品の小売まで、すべての
サプライチェーンにおいて倫理規範を
確立し、遵守することを目的として設立
されたイギリスのロンドンに本拠地を
置く非営利組織。現在、世界に名だた
るグローバル企業（カルティエ、ティファ
ニー、グッチなど）を含む約1300社が
この認証を取得している。
　主な目的は、ダイヤモンド・金・プラ
チナ・銀の「発掘から販売まで」の全て
の工程において『責任ある取引』を確
立すること。主な活動内容と組織は、ダ
イヤモンド・金・プラチナ・銀・パラジウ
ムなどを取り扱う宝飾業界を対象とし
た『社会的責任』範囲をカバーする規
範と規格を開発する国際的な非営利
組織。主な参加者は、世界に名だたる
グローバル企業（リオ ティント、デビア
スなど）を含む約1300のメンバーを有

し、国連の
グローバ
ルコンパク

ト（10の環境・倫理などの原
則からなる企業への戦略的
方針イニシアチブ）にも参加
している。
　光・彩がRJC認証を受け
た背景としては、今年度の世
界的な新型コロナウイルスの

影響により社会・経済活動の抑制があ
る中で、オンラインによる営業活動に注
力した結果、過去最高水準の海外売
上を見込めるほど、ここ数年の海外と
の取引が増加していることが挙げられ
る。さらに、今後も更なる海外販路拡大
と強化を進める上で、現在は世界中の
企業がSDGs（Sustainable Devel-
opment Goals：持続可能な開発目
標）やESG（環境、社会、企業統治を投
資対象に）に対応した活動と、その説
明責任を求められていることからも、海
外との取引が多い宝飾業界における
グローバルスタンダードとなる「RJC」
認証に適合することが、世界のジュエ
リー業界の中で、社員・取引先・顧客・
社会に対して公平で責任のある取引
活動を実施していることへの証明と
なっていく。

　同社は今後も事業活動において、サ
プライチェーン全体への責任ある活動

や、S D G s 、
E SG、脱炭素
社会に向けて
の取り組みを
実施していきた
いとしている。

　メガネ・サング
ラスの製造販売
を 手 掛 け る
OWNDAYS㈱
（沖縄県那覇市、
田中修治社長）
は、沖縄県が独
自に実施してい
る、子育て総合支援モデル
事業（大学等進学促進事
業）の生徒たちにメガネの無
償提供（年1回）を6月1日か
ら実施している。
　子育て総合支援モデル事
業（大学等進学促進事業）
は、経済的な事情により、進
学の意欲等を持ちながら、
塾などへ通うことが困難な
高校生に無償で学習支援を
行う取り組みのこと。この事
業を琉大セミナーと学校法
人尚学院の共同企業体が
県から受託し、本島北部地区は琉大セ
ミナーが、中南部地区は尚学院が対象
生徒に学習支援を行っている。それに
伴いOWNDAYSでは、専用のメガネ
優待券を琉大セミナー及び尚学院各
校で該当生徒へ配布を行う。
　同社は、どんな家庭の子供も平等に
教育を受けることができる、という仕組
みを企業が積極的に支援していく必要
があると考えている。この取り組みは、
子供の学習の遅れがその後の貧困の
要因となることを防止するべく、子供の

豊かな学習環境
を整備することを
目的として実施さ
れた。視力矯正
ができていない
と、黒板やノート
が見えづらくなっ
てしまい、学力・

コミュニケーションなどに支
障がでる恐れがある。そこ
で、メガネを届けることで、少
しでも勉強しやすい状態を
提供できればと考えている。
　実施内容としては、沖縄
県子育て総合支援モデル事
業の生徒たちに、メガネが無
償になるメガネ優待券を年1
回配布。対象生徒は、優待
券と在籍証明書を持って沖
縄県内にあるOWNDAYS
へ来店（県内2 1店舗／
2021年10月末現在）。対象

商品から一本選び、一人一人に合った
適切な度数のレンズを入れて提供さ
れる。
　OWNDAYSは、世界12カ国・地域
で400店舗以上を展開。日本のみなら
ず世界的なメガネブランドとして、日本
から世界の市場へ新しい需要の開拓
とサービスの提供に積極的に挑戦し
続けている。「OWNDAYSに関わる全
ての人を豊かにするために…」を信条
に掲げ世界中の人たちから必要とされ
るメガネ業界No.1の企業を目指す。
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光・彩が『RJC』認証を取得
パーツメーカーと山梨で初、国内6社目

「秋のIJT」は
10月27日～29日

　シチズン時計㈱は、2020年11月1日
から国内で開始したシチズンブランド
の腕時計の購入時に、ボックス（時計
を入れる箱）不要を選択することで、国
際NGO「NICE」を通じてマングローブ
の苗1本を寄付する『E c o T r e e 
AC T I ON』において、1年間で約
27,000本の苗を寄付する。
　時計のボックスは主に紙で作られて
いるが、包装資源を削減すると共に、
地球温暖化防止に重要な植物である
マングローブの苗を寄付しカンボジア

に植樹する『Eco Tree ACTION』を
2020年11月1日から開始し、2021年
10月31日までの年間のボックス不要
集計分（出荷ベース）で約27,000本の
苗を寄付。27,000個のボックスは
CO2排出量に換算すると、3.6トン（杉
の木255本の年間CO2吸収量に相
当）となる。

　 マング
ローブは大
気中の多く
の二 酸 化
炭素を取り

込み、気候変動の要因とされる地球温
暖化の防止に寄与する。また、マング
ローブの植樹は、汽水域に生息する多
くの生物の多様性を守るだけでなく、
沿岸地域に住む人々の暮らしを守るこ
とにも繋がっている。
　シチズン時計は、持続可能な市民社
会の実現のために長期的視野で環境
問題に取り組む「シチズングループ環
境ビジョン2050」を2020年4月1日に
改訂し、循環型の社会と経済の実現に
貢献する「シチズングループ資源循環
ビジョン2050」を新たに策定。『Eco 
Tree ACTION』はこれに基づいた取
り組みとなる。同社は、今後も「シチズン
グループ資源循環ビジョン2050」のも
と、循環型社会の実現に貢献していく。
詳細は特設サイトhttps://www.citi-
zen.co.jp/social/environment/vi-
sion/index.htmlから閲覧できる。

　日本宝飾クラフ
ト学院の恒例「ウ
インターセミナー
（第80回宝飾実務
講座）」が、12月23
日より東京本校
（御徒町）と名古屋
校で開催される。
　同セミナーは毎
年夏に同学院の夏
期宝飾実務講座
の中から多くの受講者による人気講座
を集めたもので、東京本校と名古屋校

を合わせ16講座が開催される。
　納期を大幅に短縮できるよう

になる石留を学べる「ジェムセッ
ティング」や店頭で販売チャンス
を広げられる「パールの糸替え」
などの実務講座をはじめ、韓国

の伝統工芸技法「ゴールドオイルオー
バーレイ」、経験者対象の「エタニティリン

時計の箱がマングローブ1本になる
「Eco Tree ACTION」を通じて
包装資源の削減と地球温暖化防止

グ（ハーフ）を作ろう」などの専門技術ま
で幅広く揃っ
ている。新規
講座は主な
結晶原石に
ついて一日で

学べる「結晶か
ら見る宝石の魅
力」（東京本校）
となっている。
　毎回好評の
複数受講割引と

企業割引は今回も継続。新型コロナウイ
ルス感染症防止策として少人数制で行
うため、すぐに定員に達してしまう講座も
あるので、希望者は早めの申し込みを。
　受講申し込み、詳細・問合せは、同
校ホームページで確認を。

実務技術から専門技術まで学べる
クラフト学院のウインターセミナー
12月23日からスタート
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